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ニッポンシマトラフヒメシャコ
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ヒメシャコ科 Nannosquillidae Manning, 1980 はほ
とんどの種が全長 30 mm 程度，最大でも 100 mm
以下の小型シャコ類で ( 中島ほか , 2020)，これまで
に国内から 4 属 10 種が報告されている (Nakajima 
and Naruse, 2025)。このうち，シマトラフヒメシャ
コ Bigelowina phalangium (Fabricius, 1798) は全長 90 
mm ほどに成長する本科最大の種であり，マダガス
カルから日本まで広範囲に分布することが知られ
ている (Ahyong, 2001; 中島ほか , 2020)。有山 (2012) 
は，「分布域限定，稀少」の選定理由から，国内の
シマトラフヒメシャコを絶滅危惧 Ⅱ 類とした。し
かし，Nakajima and Naruse (2025) はシマトラフヒメ
シャコの分類学的再検討を行い，国内では琉球列
島に生息しているものがシマトラフヒメシャコ B. 
phalangium に同定されることを示すとともに，九州 
( 鹿児島県，福岡県，大分県 )，四国 ( 愛媛県，香川
県 )，本州 ( 和歌山県，三重県，神奈川県 ) にかけ

て生息している種をニッポンシマトラフヒメシャコ
B. komaii Nakajima and Naruse, 2025 として記載した。
加えて，ニッポンシマトラフヒメシャコの本州にお
けるこれまでの記録地は和歌山県，三重県および神
奈川県に限られ，そのうち，和歌山県と三重県の記
録はそれぞれ 1927 年と 1938 年に出版された論文に
よるものであり，現在までそれぞれの地域からの追
加報告は無い (Nakajima and Naruse, 2025: fig. 1)。ま
た，神奈川県唯一の産地について中島が 2023 年に
再調査を行った際には，流入河川で実施された浚渫
工事に由来すると考えられる泥の影響で底質が変化
しており，本種の生息は確認できなかった。このよ
うに本種は各地から記録されてはいるものの，安定
した生息が見込まれる産地は非常に限られている。
本種の絶滅リスクはシマトラフヒメシャコと同種と
考えられていたことで低く見積もられていたと考え
られるため，再評価する必要があるといえる。その
ためには，広域かつ多数の地点において分布・生息
状況についての知見を収集することが求められる。
ここで著者らは高知県，静岡県から初記録となる標
本と，三重県から約 100 年ぶりの記録となる標本を
収集し，本種の生息地点を複数追加で確認したため，
ここに報告する。

材料と方法

調査標本は全てヤビーポンプを使用して採集され
た。得られた標本の一部は氷殺後に写真を撮影した。
標本の計測部位や各形態の名称は Ahyong (2001)，
浜野 (2005) に従い，ノギスを用いて全長と甲長を0.1 
mm の精度で計測した。本報告で取り扱った標本は
全て 70% エタノール水溶液中に保存し，横須賀市
自然・人文博物館甲殻類資料 (YCM-C) として収蔵
されている。

調査標本

高知県土佐清水市：YCM-C1102，雄 1 個体 ( 全
長 69.3 mm，甲長 11.7 mm)，20251105，山下龍之
丞採集。三重県津市：YCM-C1101，雄 1 個体 ( 全
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長 73.6 mm，甲長 10.2 mm)，20251106，徳武孝規
採集。静岡県賀茂郡松崎町：YCM-C1097，雌 1 個
体 ( 全長 61.0 mm，甲長 10.6 mm)，20241115，滝
山直人採集；YCM-C1098，雌 1 個体 ( 全長 58.1 
mm，甲長 9.1 mm)，雄 1 個体 ( 全長 59.2 mm，甲長
9.8 mm)，20241115，京谷蒼馬・長坂忠之助採集；
YCM-C1099 ( 第 1 図 )，雄 1 個体 ( 全長 70.7 mm，
甲長 10.8 mm)，20250427，京谷蒼馬採集。

結果と考察

検討標本は額板前縁中央に 1棘を持つ (第 1図A，
C)，第 2 触角基部節の小突起 (mesial papilla) を有す
る，捕脚指節は先端も含めて YCM-C1102 では 8 か
ら 9 歯を，YCM-C1097，1098，1101 では 9 歯を，
YCM-C1099 ( 第 1 図 B) では 10 歯を有する，尾節

背側には 5 つの鋭棘が後方に向かって弧状の列をな
す，尾節亜中央歯は小さくそれぞれがほぼ同大で，
後面観では広角の逆 V 字状に配列するなどの形態
的特徴を有しており，これらは Nakajima and Naruse 
(2025) に示されるニッポンシマトラフヒメシャコの
標徴に一致したため，本種に同定された。
本研究の検討標本は全て前浜干潟の汀線付近，

あるいは干潮時であれば汀線付近に当たると考え
られる水深帯にて採集され，いずれの産地におい
ても巣穴の開口部からヤビーポンプによって吸引
採集された。先行研究ではニッポンヨーヨーシジ
ミ Divariscintilla toyohiwakensis Yamashita, Haga and 
Lützen, 2011 やシャコアナモリ Sigaretornus sp. (sensu 
Goto et al., 2021) などの貝類がニッポンシマトラフ
ヒメシャコの巣穴のみに共生することや (Goto et al., 
2021; Nakajima and Naruse, 2025)，ニッポンシマトラ

第 1 図　ニッポンシマトラフヒメシャコ Bigelowina komaii．YCM-C1099，雄，全長 70.7 mm，甲長 10.8 mm．A，全
身背面観；B，右捕脚側面観；C，頭部背面観．
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フヒメシャコの鰓にカイアシ類が付着することも報
告されている (塩﨑ほか , 2020; Nakajima and Naruse, 
2025)。一方で，少なくとも本研究の調査手法では，
いずれの標本の体表や巣穴からも上記の共生生物は
認められなかった。
本研究結果も踏まえたニッポンシマトラフヒメ

シャコの分布域は鹿児島県，福岡県，大分県，高知
県，愛媛県，香川県，和歌山県，三重県，静岡県お
よび神奈川県となる (Nakajima and Naruse, 2025; 本
研究 )。高知県産標本 (YCM-C1102) は同県におけ
る本種の初記録となる。三重県からは Komai (1927, 
1938) の報じた採集年不明の標本 (産地は Prov. Sima
と記載 ) のみが知られていたため，本研究で用い
た津市産標本 (YCM-C1101) は，約 100 年ぶりに本
種を同県から確認したものとなる。なお，静岡県・
駿河湾においては過去に浜野 (1990, 2005) によって
シマトラフヒメシャコが分布すると見なされてい
た。これは，Komai and Tung (1930) が 1928 年に駿
河湾石花海の水深 51 m より採集された Lysiosquilla 
acanthocarpus Miers, 1880 ( ＝シマトラフヒメシャコ
の新参異名 ) を 2 個体報告していることを唯一の根
拠としている。しかし，Nakajima and Naruse (2025) 
が述べているように，これらはその体色の情報から
シマトラフヒメシャコでもニッポンシマトラフヒメ
シャコでもないと考えられる。さらに，Komai and 
Tung (1930) の標本は捕脚指節に 6 歯を有していた
とされ，ここに 8–11 歯を有するニッポンシマトラ
フヒメシャコとは明瞭に異なっている。そのため，
静岡県産標本 (YCM-C1097, 1098, 1099) についても
同県における初記録となった。同県産の 4 標本は成
熟していると考えられるものであるため，本種が同
所や近辺において繁殖している可能性も十分に考え
られる。
本研究において本種の生息が確認された高知県・

三重県・静岡県においては，本種は 1 個体から 4 個
体とわずかしか得られていないことから，その生息
密度は高くないものと考えられる。加えて，これら
は散発的な調査によって確認されたものであるた
め，冒頭で述べた絶滅リスクの適切な評価のために
は生息状況についての継続調査が必須である。
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